
自
の
ポ

ロ
シ
ャ
ツ
に
ジ
ー
ン
ズ

の
お

孫

一、
担

え
た

僣

九
の
足
を

苗
木
の
根
元
に
下
ろ
す
。

「大
き

く
育
ち
ま
す
よ
―
に
。
は
い
、
踏

ん
で
」
。
５
月
２３
日
、
奥
秩
父
の

山
ひ
だ
に
隠
れ
た
山
梨
市
⊃
議
。

首
都
圏
か
ら
の
家
族
連
れ
や
夫
婦

２０
人
近
く
が
、
慣
れ
な
い
く
わ
を

振
り
、
楽
し
げ
に
ヒ
ノ
キ
の
苗
を

植

え
て
い
く
。

植
樹
会
を
開
い
た
の
は
、
東
京

が
拠
点
の
投
資
顧
間
会
社

「サ
ス

テ
イ
ナ
ブ
ル

・
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
」

（本
社

・
沖
縄
県
）
。
幅
広
い
個

人
の
出
資
で
山
林
を
買
い
取
り
、

手
入
れ
を
進
め
る

「森
林
フ
ァ
ン

ド
」
を
３
年
前
か
ら
運
用
し
て
い

る
。
参
加
者
は
こ
の
山
に
投
資
し

た
人
々
だ
。

同
社
は
１
日
１０
万
円
で
全
国
の

８４
人
か
ら
７
３
０
０
万
円
余
を
集

め
た
。そ
の
半
分
で
三
富
に
１８
珍
ヽ

墓
曇
甦
靡
何
に
１０
診
の
祟
を

購
入
。
残
り
は
格
付
け
の
高
い
外

貨
建
て
債
券
な
ど
に
投
資
し
、
運

用
益
を
草
刈
り
や
間
伐
の
費
用
に

充
て
て
い
る
。

三
富
で
は
、
地
元
森
林
組
合
に

整
備
を
依
頼
し
た
。
現
場
は
２０
年

第8部  山と里を支える

森づ くりに出資 し、ヒノキ首を植える家族連れ。
金融の新 しい試みが始まっている

一
山梨市三富

ファン ドがむすぶ

個
人
投
資
集
め
山
林
再
生

前
に
所
有
者
の
相
続
に
絡
ん
で
伐

採
さ
れ
た
ま
ま
で
、
周
り
に
も
手

入
れ
不
足
の
暗
い
杉
、
ヒ
ノ
キ
の

林
が
目
立
つ
。

「
こ
ん
な
手
の
か

か
る
山
を
よ
く
買

っ
て
く
れ
た
」

と
、
組
合
業
務
課
長
の
岡
部
静
次

さ
ん
（５４
）
ｏ
本
を
育
て
る
目
的
の

山
林
売
買
は
久
し
く
な
か

っ
た
と

い

つヽ
。

「金
融
の
流
れ
を
、
持
続
可
能

繭

縣

動

鉢

鎮

凝

語
る
。
大
手
生
命
保
険
会
社
で
融

資
部
門
を
担
当
し
て
い
た
１２
年

前
、
バ
ン
グ
ラ
デ
シ

ュ
で
貧
困
層

に
無
担
保
融
資
を
続
け
る
銀
行
家

ム
ハ
マ
ド

・
ユ
ヌ
ス
氏

（２
０
０

６
年
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
鐵
）
と

出
会
い
、
思
い
は
定
ま

っ
た
。

仕
組
み
が
複
雑
に
な
り

「身
の

文
を
超
え
た
投
資
」
が
拡
大
す
る

金
融
の
あ
り
方
に
疑
間
を
持
ち
、

０６
年

、
大
手
証
券
会
社
の
不
社
員

ら
と
起
業
。
生
産
性
が
低
い
だ
け

の
理
由
で
市
場
か
ら
無
視
さ
れ
て

き
た
森
林
の
価
値
に
着
目
し
た
。

大
学
生
、
研
究
者
、
上
場
企
業

の
役
員
、
弁
護
Ｉ
、
中
堅
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
、
会
計
士
…
。
水
や
空
気

を
は
ぐ
く
む
森
づ
く
り
に
個
々
の

塞

整

器

そ

２

呼
ば

け

、

多
彩
な
顔
ぶ
れ
が
集
ま

っ
た
。
孫

の
名
義
で
出
資
し
た
人
も
い
る
。

〓

般
の
投
資
話
で
は
、
「」
つヽ
は

い
か
な
い
。
時
間
は
か
か
る
が
、

金
融
や
林
業
の
専
門
蒙
で
な
い
さ

ま
ざ
ま
な
人
が
か
か
わ
る
こ
と
で

状
況
は
変
え
ら
れ
る
」
。
滝
沢
さ

ん
は
手
応
え
を
感
じ
る
。

米
国
発
の
金
融
危
機
が
利
益
至

上
の
世
の
中
に
反
省
を
迫
る
中
、

「社
会
的
責
任
投
資
（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
）
」

と
呼
ば
れ
る
、
社
会
や
環
境
へ
の

写

た

言

々
に
支
持
を
広
げ
て
い
る
。
長
野

県
内
で
も
飯
田
市
で
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
普
及
を
市
民
フ
ァ
ン
ド

で
後
押
し
す
る
試
み
が
進
む
。

「投
資
と
い
え
ば
も
う
け
話
と

い
う
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
」
。
植
樹

会
に
長
男
（９
）
と
訪
れ
た
さ
い
た

ま
市
の
建
築
士
の
男
性
（２
）が
言

つヽ
。
初
め
て
の
投
資
だ
が
、

「収

益
は
あ
ま
り
気
に
し
な
い
。
そ
れ

よ
り
山
が
生
き
返
る
仕
組
み
づ
く

り
に
こ
う
し
て
参
加
で
き
る
の
が

い
い
で
す
ね
」
と
、
満
足
げ
に
話

し
た
。
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